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【評価コメント】 

立体組織としての皮膚再生に向けて、当初の研究計画から大きな変更はあったものの、変更後の研究計画をお

おむね達成した。マイクロパターンゲルを足場として、表皮の分化・重層化を誘導できる条件を確立し、ラマン分

光法を活用してラベルフリーで皮膚モデルを評価する指標を確立したことは評価できる。また、YAP 及び β-

catenin シグナル依存的に SLC1a3 陽性表皮肝細胞集団が誘導されている可能性を見出している点も評価でき

る。今後、さらに力学特性的解析や in vitro皮膚モデルと皮膚移植モデル開発を進め、成果の知財取得や皮膚

モデル評価方法の活用などを具体的に示し、基礎フェーズから応用フェーズに展開していくことが期待される。 

 

 


